
1／13　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

第1章 教育「将来を生きる力を育むまち」

第1節 幼小中を通して生きる力を育むまちづくり

第1項 あそびや生活の中で
生きる力、探求心・
好奇心を育む幼児教
育の充実

認定こども園事業 認定こども
園

　保育（養護）と教育を一体的に行い、子
どもが健康で安全に過ごすことができる
場となるよう保育環境を整えながら、保育
現場で求められる多様な課題に対応でき
るよう、様々な研修に参加して、こども園
職員の資質や保育の専門性の向上を図
る。また、国際的な異文化に触れることを
目的として、定期的にＡＬＴとのコミニュ
ケーションの時間を取り入れたプログラ
ムや、自然体験を主としたプログラムを
展開する。

育児と仕
事の両立

新しい学
校づくり
地方創生
の推進

保育・教育事業
267日
給食事業242日
検診事業年3回
文化伝統芸能行
事事業（年22回）
森のこども園事業
年21回
フッ化物（週5日
園庭整備

58,282 726 1,363 6,007 50,186 こども園での預かり
時間

１１時間/日
【R6時点　１１時間/

日】

「明日も行きたい大好きなこども
園」～やりたい！楽しい！子ども
が主役　を教育・保育方針に認
定こども園の運営を行う。
・子ども主体の保育をめざし、安
全で安心できる環境づくり
・幼小中一貫した義務教育学校
開設に向けたより質の高い連携
・園庭遊具整備事業を生かした
直接体験型の遊びの充実
を重点に取り組んでいく。
また、子ども支援ネットワーク会
議を中心に学校、教育委員会、
保健福祉課等と連携を図り、困
り感のある子どもや家庭への寄
り添い支援を行い、子どもの健
やかな成長と発達を促す。

〇子ども主体の保育をめざし、
安全・安心な環境づくり
・ていねいな「子ども理解」と保
育を語り合うことをとおして保育
の質の向上を図る。
・挑戦でき、つくりあって楽しめる
新たな園庭整備事業を進めると
ともに、「森のこども園」事業の
日常化を進める。
〇幼小中一貫した中頓別学園
づくりに向けて
・「森のこども園」「英語であそぼ
う」を充実させ、子どもたちの好
奇心を大切にした保育活動を進
める。
・小学校との一貫性を図るため
に、参観・懇談会やネットワーク
会議を核にした情報共有とアプ
ローチカリキュラムの充実を図
る。

A）　園庭整備の進捗状況はいかがか。
　→　　降雪時期までには遊具の設置を終わらせられるよう調整してきたがが、備品の到着
が遅れている。地域の皆さんにぜひ見学をしていただければと思っている。
G）　植樹する樹種は何か。
　→　　日陰づくりとして広葉樹をメインとしている。
A）　学校づくりとの関わり方について、すでに取組んでいることなどあるか。
　→　　例えば学校図書室へ行ったり、図工室での工作といった学校に馴染むことも兼ねてカ
リキュラムを検討して実施している。
F）　新しい学校づくりに子どもたちも話し合っていることは楽しみ。森のこども園に親も参加で
きることも今後に期待したい。親の変化は感じられるか。
　→　　連絡アプリ「こどもん」に“声”を寄せてくれている。親自身も体験できることで、子ども
の日常を感じてもらえてよい方向に向かっていると思う。例えば母親が見つけた虫に自身で
触れるようになると、子ども真似して触れるようになる。

事業拡大

地域子育て支援セ
ンター事業

認定こども
園

　地域性を活かし、利用対象を妊産婦か
らとすることで、子育ての喜びを感じても
らえるよう、各関係機関と連携を図り、事
業を展開する。また、子育てに関する、知
識や情報など多様なニーズに対応できる
保育の質や専門性の向上を図る。

育児と仕
事の両立

年齢別あそびの
広場、施設開放、
子育て講演会、子
育て講座、子育て
サロン、育児相
談、文庫開放、育
児サークル支援、
こども園事業交
流、世代間事業交
流

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2項 自ら学び自ら考える
力を育てる学校教育
の充実

中頓別学園整備
事業

新しい学校
づくり推進
室

中頓別中学校が抱える施設の老朽化を
解決しつつ、こども園・小学校・中学校が
連携した学校づくりを推進するため、小
中学校の校舎を新築・改築により集約し
義務教育学校を設置する。さらに地域と
協働する全世代型の学びの拠点づくりを
目指す。

新しい学
校づくり

〇 基本設計・実施設
計・工事
人生100年学びの
拠点づくりと、義務
教育学校を設置
するため、町民
ワークショップなど
開催した。

21,450 21,450 令和４年４月に策定した「義務教
育学校中頓別学園基本構想」を
踏まえ、文部科学省事業の「新
しい時代の学びの環境整備先
導的開発事業」に応募し、全国２
か所のうち中頓別町が採択され
た。その先導的開発事業の支援
により、基本計画を策定した。基
本設計を策定するために、プロ
ポーザルにより業者を決定し、
基本設計を進めている。来年度
は、基本設計および実施設計が
あるため、会議やワークショップ
等を実施し、遅延なく進めていく
必要がある。

これからの子どもたちが生きる
未来の変化や既存の施設の老
朽化といった課題に対応する学
びの場づくりを進めるため、中頓
別学園設置協議会の開催や教
職員ワークショップ、町民ワーク
ショップを開催し基本計画を策
定した。更に基本設計業者を決
めるため公開型プロポーザルを
実施した。次年度も町民への周
知と様々な形で意見を集約しな
がら、基本設計から実施設計へ
とより具体的に町民の意見を反
映させながら進めていく。

A）　町民アンケートはどのような状況か。
→　　集計中だが６１件（回収率約８％）である。内容の分析をきちんとして町民にお知らせし
たい。引き続き事業内容について説明会開催を考えているので、先進地域の情報も提供す
るなど対話の機会を設けていきたい。
H）　既存の町体育館、柔剣道場、中学校とする建物自体はどのようになるのか。
→　　町体育館はそのまま活用し、使えなくなると判断になる時は次の方法を考える。柔剣道
場は雨天で屋外で遊べないときの室内遊びができるような空間活用も含めて検討していく、
中学校は防災機能を備えた活用といった案が出ているなど諸々検討しているところ。
H）　ゼロカーボンの取り組みが検討されているが、新しい学校での取組は意見出ているの
か。
→　　木質チップボイラー、太陽光パネルを設置することで検討している。
H）　ハザードマップでは現小学校は浸水エリアであるが、防災機能はどのようになるのか。
→　　洪水時は2階を避難で使うこととしており、電気設備関係は2階に置くようにしている。雪
害対策では500名避難できるようにしてる。
A）　社会教育分野の運用が重要だと思うが何か戦略は検討しているのか。
→　　社会教育の活動拠点に一部なることも検討しており、ニーズに沿った運用ができるよう
に、総合計画7つのアクションとも連動して生涯学習ができるよう検討している。
I）　学校は、その関係者以外は入室規制されるが、新しい施設は多くの利用者が出入りする
と思うがセキュリティ対策はどのようになるのか。
→　　学校のみと共有するエリアに区分けすることとしており、施錠できる扉を設置する。メイ
ンの玄関には主として図書館職員を常駐することとしているので、目視による顔認証といった
方法を行うことで検討している。

事業拡大

小学校施設維持
管理事業

教育グルー
プ

　児童が快適で安全に学校生活を送り、
学習できる教育環境を維持する。
　学校施設等の安全管理に努めるため
専門業者による業務委託管理を実施す
る。

新しい学
校づくり

運営経費
電気設備等の点
検管理等業務の
委託

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

小学校教育振興
事業

教育グルー
プ

　生徒の教育活動において必要となる教
育資材等を整備し、教育指導の充実を図
るため実施する。
　児童生徒の健康の保持増進及び病気
の早期発見につなげていくことを目的とし
て、児童生徒の健康診断を実施する。

町営塾 教育に係る教材
及び使用料等の
経費

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中学校施設維持
管理事業

教育グルー
プ

　生徒が快適で安全に学校生活を送り、
学習できる教育環境を維持するための事
業である。
　学校施設等の安全管理に努めるため
専門業者による業務委託管理を実施す
る。

新しい学
校づくり

運営経費
電気設備等の点
検管理等業務の
委託

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中学校教育振興
事業

教育グルー
プ

　生徒の教育活動において必要となる教
育資材等を整備し、教育指導の充実を図
るため実施する。
　児童生徒の健康の保持増進及び病気
の早期発見につなげていくことを目的とし
て、児童生徒の健康診断を実施する。

町営塾 教育に係る教材
及び使用料等の
経費

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2節 子どもたちがいずれはまちに戻りたいと思える気持ちを育むまちづくり

第1項 自分らしい生き方を
実現するキャリア教
育の推進

学校・家庭・地域
の連携による教育
支援活動促進事
業

教育グルー
プ

　留守家庭の子どもを対象とした、厚生
労働省の「放課後児童健全育成事業」で
子ども子育て家庭への支援策として実
施。地域住民等の参画による「地域学校
協働運営本部」「放課後子どもプラン」
「家庭教育支援」の取組みを有機的に組
み合わせ、より充実した教育支援活動を
推進する。

町営塾
サバイバ
ルの達人
いつラボ

地方創生
の推進

〇 ・学校への学習支
援連携68回
・放課後子どもプ
ランの開催239日

4,588 669 1,006 2,913 長期休業期間中の
学習会開催回数 

０回/年
※コロナ禍で中止
【R6時点　２回/年】

放課後子どもプランの活動状況
に関し、壁新聞や子どもプラン
通信にて住民に周知しており、
今後も継続し地域の方の協力を
得られるよう取り組む。
教育委員会と保健福祉課の連
携は、事業費補助金関係のみ
のため、活動にかかる連携に関
し検討が必要と考えられる。

認定こども園：34名、小学生：57
名、中学生：29名　合計120名
放課後子どもプランの登録人数 
全47名（1年10名、2年8名、3年
11名、4年3名、5年7名、6年8
名）
今後においても低学年が多く登
録すると考えられ、学年に応じた
楽しい事業メニューを検討してい
る。また、特別な支援を必要とす
る児童への適切な人的配置が
求められることから支援員及び
補助支援員の研修会等の機会
をもうけている。学校への学習
支援も確実に定着し、より充実し
た教育支援活動となっている。

G）　放課後子供プランで、松ぼっくりのゴジラが作られたときに、たくさん集めたいと相談を受
けたため、森林室とも調整して協力させてもらった。とてもうれしかった。木育など木々と触れ
合う機会を検討されるのであればぜひ協力していきたい。
K）　酪農体験は行われていないのか。
→　学校授業鵜も含め、澤里牧場で搾乳体験を、農協青年部には牛乳を振ってバターづくり
といったプログラムを毎年行っていただいている。

現状維持

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費



2／13　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費

第2項 特色ある教育活動の
推進

英語力育成事業 教育グルー
プ

　国内におけるグローバル化が進展する
中、外国語によるコミュニケーション能力
を備え、国際的な社会環境に対応する人
材育成が必要である。次世代を担う子ど
もたちが、将来における可能性を広げる
ことを目的に、研修費・検定費を補助す
る。

地方創生
の推進

ハワイ語学研修
新型コロナウィル
ス対策により中止
英語検定１５名

52 52 英検受検者数　
１５件/年

【R6時点　３０件/
年】

実用技能英語検定により、英語
能力の基礎を養い将来における
可能性をひろげることができた。

実用技能英語検定は、年々受
験者数は増えてきている。小学
生５・６年生の英語授業も始ま
り、こども園から英語に触れてき
たこと、ＡＬＴを中学校に常駐せ
せていることの成果が期待でき
る。
ハワイ語学研修事業の実施に
あたり、中学校在学中に中止と
なっていた高校生も参加するこ
とから研修内容や実施時期等に
ついての検討が必要。

J）　海外語学研修は４年振りの実施となり生徒たちにとってはとても有意義な機会委だったと
参加者から感想を聞いての印象でした。
G）　ダリンさんについては頼もしいと感じる。
E）　参加条件を有するのに今回行かなかった高校生はもう参加資格はないということか。
→　　実施時期に部活の大会が重なっている対象者もいた。来年も行けるチャンスを提供し
たい。
B）　ホストファミリーはどのように選考したのか。
→　　過去２回の反省を含めて旅行代理店に選考作業をしてもらった。
I）　一人当たりの旅費も高額だったのではないかと思うが、参加した生徒の家族から現地で
の物価が高くてお土産を買うだけでも躊躇する金額だったと聞いた。
G）　今回参加した生徒たちの報告会のような取組はあるのか。ぜひ実施してほしい。
→　　９～１０月は学校祭の準備等があるのでこれが終わって、１１月上旬の町民文化祭であ
れば多世代の町民が来場するため、ここで報告会を行うこととしている。
F）　今回の広報誌で現地での日常会話に不便がなかったと感想が載っていたが、とてもすご
いことだと感じた。
→　　参加者にとっては自信につながった。
A）　準２級合格はすごいことだと感心した。

現状維持

学習習慣育成事
業補助事業

教育グルー
プ

　学習習慣の向上：未来を担う子どもた
ちが、将来活躍する場を拡げる。子育て
世代の教育費負担軽減：子どもを産み育
てやすい環境整備。検定合格による自己
肯定感、次への努力が見込まれ、学習
習慣サイクルが確立される。

地方創生
の推進

漢字検定５２名
リーディングスキ
ルテスト０名

102 102 漢検受検者数　
５２件/年

【R6時点　70件/年】

検定合格による自己肯定感、次
への努力が見込まれた。

検定試験を受けることで次の目
標を見出すことに繋がり、学習
習慣サイクルが確立された。児
童生徒ひとり一人の学力の底上
げを目指す。学校との連携を密
にし、教育効果の向上を図る。

特になし 現状維持

放課後児童健全
育成事業

教育グルー
プ

　就労等により、昼間保護者が家庭にい
ない小学生を対象として、家庭、地域等と
連携して発達段階に応じた主体的な遊び
や生活が可能となるよう、当該児童の自
主性、社会性及び創造性の向上、基本
的な生活習慣の確立等を図り、健やかで
心豊かな子どもに成長するよう児童の健
全な育成を推進します。

地方創生
の推進

放課後子どもプラ
ン

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

学校給食事業 教育グルー
プ

　学校給食は、児童生徒の心身の健全
な発達に資するものである。また、食に
関する正しい理解と適切な判断力を養う
重要な役割を果たすことに鑑み、学校給
食を活用した食に関する指導・食育の推
進を図ることを目的に実施する。

地方創生
の推進

・特色ある給食費
補助
・施設の修繕及び
設備更新

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

読書活動推進事
業
(なかとんべつ子ど
も読書プラン事業)

教育グルー
プ

　赤ちゃんから絵本に親しみ、また、町図
書室と認定こども園や学校図書室との連
携を図りながら、子どもを中心とした読書
活動の支援を推進するために必要な環
境を計画的に整備するため、平成22年
度から「子ども読書プラン」を策定し、読
み聞かせ活動などを推進している。

地方創生
の推進

ブックスタートの推
進
読み聞かせボラン
ティアの人材育成

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

夢と希望を感動体
験事業

教育グルー
プ

　子どもたちがどんな時代であっても、そ
の社会背景の責任にすることなく、力強く
生き抜いてほしいという、親・家庭の願
い、学校・地域の思いのこもった施策を
実施することで、「生きる力」（"Zest For 
Living")を育むことを目的に、未来を担う
子どもの健全育成と教育の基金を財源
に、２０歳までの町民が学校単位や、分
団活動、スポーツ少年団活動等において
取り組む各種体験活動を支援します。

地方創生
の推進

・中学校修学旅行
・中学校自然体験
・スキーの魅力体
験ツアー
※プロスポーツ観
戦は、コロナ予防
のため中止

480 480 感動体験事業の実
施

３回/年
※スポーツ観戦はコ

ロナ禍で中止

【R6時点　３回/年】

社会教育事業の節目ごとに会議
を開催し、事業内容の審議を
行ってきた。また、年間活動を総
括する会議を開催することがで
きた。管内道内の社会教育委員
研修会に参加する方が仕事を
理由に少なくなっている。
社会教育委員が宗谷管内協議
会、北海道ブロック大会への参
加ができるよう、管内事務局と開
催時期について積極的に調整
依頼をする。また、教育委員会
行事にも参加してもらえるよう働
きかける。
社会教育に関し教育委員会に
助言する社会教育委員会の推
進は重要であり、平成28年度か
ら取り組んでいる「夢と希望を！
感動体験事業」の在り方や申請
事業の審査などにもかかわりが
高い。

社会教育事業について活発な
意見をもらいながら地域住民に
興味関心のあるものを企画して
いきたい。
「夢と希望を！感動体験事業」
は新型コロナウイルス感染拡大
に伴いプロスポーツ観戦は実施
できなかった。次年度以降は
ニーズを見極めながら実施して
いきたい。中学生の修学旅行事
業では、他地域などでの体験や
自主研修をとおして見分を広め
ることができ、将来の夢や目標
を見出す機会となった。

特になし 現状維持

第3節 大人も一緒に学べるまちづくり

第1項 生涯教育の推進

第2項 いくつになっても楽
しく参加できる文
化・スポーツ活動の
推進



3／13　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費

第2章 しごと「資源を承継し新しい産業や働き方を生み出すまち」

第1節 今ある資源を承継し新しい仕事をつくるまちづくり

第1項 地域特性を活かした
新たな産業振興の推

農業体験交流施
設管理運営事業

産業グルー
プ

　農産物等の食品加工の実践研修を通
じた生活文化の創造、農業体験、地域農
産物の直売、町民との交流、促進。

エプロン・
ツーリズム

・指定管理料
・樹脂窓枠工事
・高圧受電設備交
換工事

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

次世代人材投資
事業

産業グルー
プ

　新規就農者（親元継承含む）は、就農
後の経営の安定化に期間を要することか
ら、経営が軌道に乗るまでの間、一定条
件を満たす新規就農者に対し国が支援
を行う。

地方創生
の推進

対象者1名交付金
給付

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

農地中間管理事
業

産業グルー
プ

　国は、農業者の減少・高齢化や耕作放
棄地の増加が進む中で、担い手への農
地の集積と集約化を加速化し、農業の生
産性向上を図るため、農地中間管理機
構制度を創設。
　この農地中間管理機構が農地保有合
理化法人に代わり、従来からの売買に加
え貸借が加わった新たな仕組により、担
い手への利用集積・集約化等を推進す
る。

地方創生
の推進

・事業希望者の受
付

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

認定農業者支援
事業

産業グルー
プ

　本町農業の中核的な担い手として、経
営規模の拡大や集約化、複合化などに
よって、魅力ある経営実践を目指す意欲
ある農業者を｢認定農業者｣として認定
し、各種の支援を行う。農業者に対して
農業経営改善計画の作成推進を図り、
計画内容の審査を行う。認定農業者とし
て認定された農業者に対して、計画内容
に準じた設備投資等に係る資金の借入
に対して、道・町とにより利子補給を行
う。

地方創生
の推進

認定農業者　33戸
農業経営基盤強
化資金利子補給
対象者3戸

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

多面的機能支払
交付金事業

産業グルー
プ

　農業・農村の有する多面的機能の維
持・発揮を図るため地域の共同活動に支
援を行い、農用地、水路、農道等の地域
資源の保全管理を行うものです。
　農業者が現在耕作している草地・畑の
面積に応じて、農業者が主体となり組織
された推進協議会に対して、国費・道費・
町費より交付金を交付する。

〇 対象農地
畑　1a×100円
草地　１a×13円

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

農業振興事業 産業グルー
プ

　農業振興を促進するうえで行政が担う
べき計画の策定や、計画の遂行に必要と
なる農業行政事務を執行するとともに、
農業施設の維持管理を行う。

地方創生
の推進

公用車車検・修繕
会計年度任用職
員報酬等

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

家畜自衛防疫対
策事業

産業グルー
プ

　環境衛生の強化を図り各種疾病並びに
各種伝染病の発生を予防するため、組
合員が協力、組織的・計画的な自衛防疫
を行い、その発生を未然に防止すること
により家畜経営の安定化を目的とする。

地方創生
の推進

ワクチン接種
家畜衛生に関す
る啓蒙・普及対応

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中山間地域等直
接支払交付金交
付事業

産業グルー
プ

　中山間地域等における適切な農業生
産活動が継続的に行われるよう農業の
生産条件に関する不利を補正するため
の支援を行うこと等により、多面的機能
の確保を図るための施策を講ずる。
農業者が現在耕作している農地の面積
に応じて、農業者が主体となり組織され
た中山間地域等直接支払制度推進協議
会に対して、国費・道費・町費より交付金
を交付する。（1.5円/㎡）

地方創生
の推進

〇 第５期対策（R２～
R７）

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

農業担い手育成事
業

産業グルー
プ

　新たに農業経営を開始した新規就農者
に対する支援や酪農研修生への支援、
新規就農希望者の募集や委譲希望農場
の実態調査や、農業後継者の育成支援
等を行う。

くらしとしご
と

〇 ○道担い手育成ｾ
ﾝﾀｰ負担金
〇新規就農フェア
（東京2名、江別1）
〇体験研修受入3
名

480 480 新規就農者数 0組
【５年間 2組】

研修会　0回
【５年間 10回】

新規就農・継承祝い
金の助成件数

新規就農奨励　2件
【５年間 ５件】

譲渡可能農場を１件登録するこ
とができたが、近年の酪農経営
状況の悪化や全国的な労働力
不足の影響などにより、就農希
望者が少なくなっている状況に
あるが、今後も短期間での酪農
体験は地域の雰囲気等を感じて
もらいながら酪農業への理解を
深め、将来的には新規就農者や
酪農ヘルパー、農場従業員等と
して本町への移住を進めるきっ
かけとなることから今後も精力
的に進めていきたい。

譲渡可能農場を確保することが
できたが、新規就農希望者を探
すことができておらず、就農フェ
アへの参加や関係機関への情
報提供などを行い、就農希望者
の確保を進めたい。
体験研修は、農業関係人口を確
保するためにも有効な手段であ
ると考えており、就農フェア等で
のPRを進めていく。
後継者技能向上対策事業につ
いては、日程や酪農ヘルパーの
状況等を勘案しながら進めてい
く。

A）　新規就農者の確保が大変なのは、酪農だと設備投資額が多きいことが理由か。新規者
の就農形態、規模とするニーズは承知されているか。酪農以外の形態とした場合の情勢は
いかがか。
→　　担い手センターに聞いたところ、花卉の希望が一番のようだ。酪農は道東を注目する人
が多いようで（酪農王国のイメージか）、放牧タイプで、４０～５０頭当程度だ。
A）　酪農ヘルパーで就農希望者はいるのか。
C）　３人中、１人が希望している。近隣町含めて就農地を探しているようだ。とは言え、牛の
価格が安いが設備に１億はかかる。現時点で町内ですぐ就農できるところがない。こういった
ことも新規就農にならない一因だ。
A）　近いうちに離農される方がいると聞くが。
C）　これから離農をすることを考えている農家は、そもそも設備更新をしないことになる。結
局設備をリニューアルしなければならない。
A）　国からの補助メニューはどうなってるか。
→　　借入制度が主となるかといったところ。リースもある。

事業拡大

各種制度資金利
子補給事業

産業グルー
プ

　酪農経営において累積した負債によ
り、経営悪化が余儀なくされている農家
に対して積極的に農業経営の改善を図
ろうとする者が、必要とする資金の借入
れに対し生ずる利子の一部を負担軽減
措置として利子補給を行う。

地方創生
の推進

改善計画の審査、
承認
利子補給事務

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

循環農業支援セン
ター管理事業

産業グルー
プ

　センターの施設全体を同利用組合に無
償貸付し、利用組合での運営を基本とし
ているが、施設管理上最低限必要な経
費（設備機械の維持管理費用や作業車
両の定期点検費など）を負担する。

地方創生
の推進

車両点検
施設設備保守点
検

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

農村地域交流事
業

産業グルー
プ

　中頓別町の酪農・畜産業をＰＲし、地域
住民と一体となった農業振興が必要と
なっている。
　酪農祭は、農業者が主体となって地域
住民との交流を図り、畜産・酪農に対す
る理解を深め、地域農業の発展を目指
す。　
　共進会は、乳牛の改良に積極的に取り
組む農業者が主体となり、体型等の優秀
な乳牛の評価を行い、道北共進会や全
道・全国共進会へと出場し、農業経営へ

地方創生
の推進

乳牛共進会
酪農祭

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略



4／13　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費

畜産振興事業 産業グルー
プ

　本町の基幹産業である酪農を主体とし
た畜産行政の執行と畜産施設の維持管
理を行う

地方創生
の推進

畜産関係計画の
策定及び管理
家畜衛生対策
家畜糞尿等畜産
環境対策の推進

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

町営牧場運営事
業

産業グルー
プ

酪農家の労働力不足等による育成牛の
発育管理、受胎時期の遅延による農業
経営へ悪影響が懸念されていることか
ら、育成部門における飼養労働力の軽減
と適期受胎による生産性の向上を図る。

地方創生
の推進

業務委託 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

農業関係団体支
援事業

産業グルー
プ

　農業経営者に対し生産性の向上や経
営の安定化及び生活の向上を目的とし
た、農業者で組織する利用団体に対し、
運営にかかる経費の一部を助成する。

地方創生
の推進

・乳牛検定組合へ
の助成
・酪農ﾍﾙﾊﾟｰ利用
組合への助成

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

農業用施設維持
管理事業

産業グルー
プ

　農業用施設（排水路、農道、雑用水施
設、橋梁外）については、整備後一定程
度の年数が経過し、経年劣化等により、
一部の機能が発揮できない施設が発生
することが懸念される。
　農業用施設の維持補修を実施すること
により機能回復を図り、農業の経営の維
持と安定を図る。

地方創生
の推進

・農業用施設点検
・工事実施

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

草地畜産基盤整
備事業（公社営）

産業グルー
プ

　飼料基盤の整備、集約的な施設の整
備を行い、飼料基盤に立脚した規模拡大
及び生産コストに努め、持続的な畜産経
営の確保育成を目的とする。

〇 草地整備　
A=70ha
草地造成　
A=1.0ha

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

草地生産力向上
支援特別対策事
業

産業グルー
プ

　畜産担い手育成総合整備事業の実施
に伴って、本事業により農家負担の軽減
を図り、草地整備が促進され、自給飼料
の増産を目的としている。

地方創生
の推進

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中頓別町酪農振
興支援事業

産業グルー
プ

　酪農家の規模拡大や施設の整備改修
への支援、後継者の経営継承時の支
援、農場譲渡者への支援を行い、既存酪
農家の経営の安定化や後継者への支援
及び、新規参入者への譲渡を促すことを
目的とする。

地方創生
の推進

〇 牛舎新築
牛舎増築
施設改修
その他後継者へ
の継承支援、農場
譲渡協力金等

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

草地整備型公共
牧場整備事業

産業グルー
プ

　酪農業の経営の基本となる良質粗飼料
の確保と後継牛の計画的かつ安定的な
育成を図るため、道営草地整備改良事
業により、草地整備改良を実施するとと
もに乳用牛の哺育育成預託施設の整備
を行い、酪農家の経営基盤の安定化と
労働力不足の軽減を図る。

地方創生
の推進

草地整備　　
525.8ha
用排水施設整備　 
29.3ha
家畜保護施設　　
4棟（哺育、育成）
雑用水施設整備　
1箇所
飼料貯蔵施設整　
2基

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

次世代農業促進
生産基盤特別対
策事業

産業グルー
プ

　酪農家等の収益力強化を図るための
機械導入や施設整備等に対する国費補
助事業で、酪農家個々の作業機械の導
入に対する助成が主となっている。
　施設整備の際には町経由で補助申請
等の事務手続きが生じるが、機械導入の
際には事務は発生しないため、必要に応
じて事務手続きを進める。

地方創生
の推進

補助金支出 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2項 森林資源の循環利用
の推進

森林整備・林業振
興事業

産業グルー
プ

　パリ協定の枠組みの下におけるわが国
の温室効果ガス排出削減目標の達成や
災害防止等を図るため、森林整備に必
要な地方財源を安定的に確保する観点
から創設された森林環境譲与税により、
間伐や人材育成・担い手の確保、木材利
用の促進や普及啓発等の森林整備及び
その促進

ゼロカーボ
ン
地方創生
の推進

〇 ・私有林等整備事
業
・森林所有者への
制度　の周知と意
向調査
・庁舎の質化に向
けた　検討
・木質バイオマス
エネ　ルギーの利
活用の促進・中頓
別町天板PJ
・積み木教室

13,741 13,741

森林組合での木材
生産量 9,459㎥/年
【Ｒ6年 8,000㎥/年】

木質化した公共施
設数 0件

【Ｒ6時点 1件】

公共施設に設置し
た薪ストーブ 0か所
【R6時点 5か所】
※第1期達成分含

森林環境譲与税を活用し、人工
林資源を主とした森林資源の循
環利用を進めるとともに、その下
支えとなる普及啓発活動を実施
し、町民の目を林業に向け、気
運の醸成を図っていくため、継
続した取り組みが必要となって
いる。そのため、公共施設の木
質化や、森林を理解するための
ワークショップ等を継続して行っ
てきている。
令和４年度は、令和５年度から
始まる町民ホールの木質化に向
け、先進事例の視察を行った
り、役場全体で協議し効果的な
木質化について検討を重ねてお
り、実施に向け事業を取り進め

未整備森林を中心とする山林
（人工林）について意向調査を
行い、所有者の意向により町へ
委託する事が示されれば町が受
託し森林整備を行うか若しくは、
意欲と能力のある森林経営者へ
の再委託が求められる。そのた
め、対象所有者へ意向調査を次
年度においも取り進める必要が
ある。また、多くの山林が伐期を
迎え、地元で産出された木材を
地元で利活用を図るためにも、
木質バイオマスエネルギー等の
検討や町民に森林整備の理解
を深めてもらう為、普及啓発活
動を実施し、気運の醸成を図る
取り組みが必要である。

A）　学校机の天板は好評だと聞くが。
J）　とてもきれいで、生徒自身の名前が彫ってる。卒業時に（足を付けて）プレゼントしてくれ
ることも可能だ。
A）　職員研修で、井筒さんを講師に招聘されたが、過去にまちづくり協議会で講師を依頼し
たことがあったので会いたかった。状況にもよるが、傾聴希望者があればぜひ同席ができる
ような運用もできるようにならないか。
→　　職員研修としていたためのことだった。今後の実施方法に再考してみたい。
A）　木質バイオマスボイラーについて、学校づくり以外でも活用する機運が高まるのではな
いか。
→　　学校づくりをきっかけに前向きに拡大する仕組みづくりを考えたいところ。コンサルとも
システムづくりを検討している。
E）　譲与税についてはこの後も続くのか。町内で木工体験ができるようになると聞いている
が、先般稚内信金にて木工作品の展示がされていて、どれもがキレイだった。作者がわから
なかったが、ものづくりとなる人のつながりや、こども園で伐採した庭木を活用した木工はでき
るか。
→　　譲与税は毎年交付される。令和６年度から税金として１０００円徴収される。目的が計画
であれば、積立も可能である。木工体験もできるようになる。

現状維持

森林環境保全直
接支援事業

産業グルー
プ

　町有林を整備することにより、地域防災
の保全・水資源かん養などの公益的機
能を維持し、町民の財産である森林を適
切に管理する。

地方創生
の推進
ゼロカーボ
ン

〇 造林　4.92ha
下刈　35.29ha
間伐　17.16ha

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中頓別町民有林
森林整備振興事
業

産業グルー
プ

　森づくり促進のため、補助事業により実
施した下刈の査定経費（補助対象経費）
に対して５％、人工造林ｈａ当たり３０千円
を森林組合を通じて森林所有者に補助
する。

地方創生
の推進
ゼロカーボ
ン

〇 下刈　120.35ha
造林　37.22ha

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

豊かな森づくり推
進事業

産業グルー
プ

　本町内に所有する民有林について、森
林としての機能の活性化を図るとともに、
森林資源の充実、森林の有する公益的
機能の高度発揮を目的として、造林の標
準経費（実行経費）に対して町が100分の
26を補助する。

ゼロカーボ
ン

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略
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総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費

第3項 まちが元気になれる
商工業の振興

商工業振興対策
推進事業

観光まちづ
くり推進室

　商工業の振興と地域経済基盤の安定
を図ることを目的とし、商工会と連携し必
要な対策を講じる。 商工会が策定したマ
スタープランに基づく事業を支援し地域
活性化を図る。

なかシュラ
ン

地方創生
の推進

〇 ・事業承継対策等
会議(年1回)
・プレミアム商品
券発行事業

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中頓別町商工業
振興支援事業

観光まちづ
くり推進室

　町内の商工業事業者の事業拡大や設
備などの整備改修、後継者や新規参入
希望者への事業継承を円滑に進めるた
めに必要となる支援を行う。

地方創生
の推進

〇 ・施設設備等整備
助成金
・規模拡大、新規
事業補助
・後継者承継祝い
金

2,821 2,811 10

新規・継承者の助成
件数

商工振興支援 ２件

【５年間 ２件】

商工業振興支援補助金の補助
実績は年間２件と減少してきて
いるものの、厳しい経営状態の
中で修繕や機器更新に活用さ
れ、事業継続に寄与している。
今後も地域商工業者の事業継
続、維持に向けて商工会と連携
して運用を行っていく。

商工業者にとって利用しやすい
補助であり、近隣自治体も追従
して同様の制度を設けてきてい
る。
施設や設備の更新のきっかけに
もなっており、事業継続やサー
ビスの向上にも寄与している。
原則、１事業者が１回（限度額ま
で）までの使用となっているが、
条例が長期的な運用になってい
く場合には運用面の見直しも検
討する必要がある。
今後も地域商工業者の事業継
続、維持に向けて商工会と連携

H）　商工振興支援について、「１事業者１回まで申請」について、今回の2次評価では改善に
向けた検討が運用の見直し検討と記されている。1歩踏み込んだ印象だ。補足資料の実績を
見たら実績は落ちている印象だ。よそに比べてすばらしいメニューだと思うが運用が残念で
ある。早急に改善を求めたい。仕事柄、町の支援があれば頑張って商売したいという方が3
件いることを知っている。先ほどの離農を考えてい方ではないが、店舗をリニューアルできれ
ば従業員の士気高揚にもつながる。事業所をサポートできる仕組みが大切だ。例えば、先着
順、上限設定みたいにすることも効果あるのではないか。商工業発展がまちのインフラがよく
なることになることをイメージしてほしい。
→　　制度スタートから時が経過しているので見直しを考えていきたいので、きちんと整理し
て、次の10年をどうしていくか、しっかり内部で検討したい。

事業拡大

第4項 ローカルな暮らしや
自然を楽しむ観光の
推進

そうや自然学校事
業

観光まちづ
くり推進室

　そうや自然学校を拠点とし中頓別町の
豊かな自然環境を活用した「体験型観光
の拡充」「地域の活性化」及び「地域と都
市間の交流増加」を図る。

サバイバ
ルの達人

地方創生
の推進

施設管理運営委
託
体験観光、宿泊体
験の受入れ事業
の企画実施
地域の観光資源
を活用した体験メ
ニューの企画実施

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

中頓別鍾乳洞自
然ふれあい公園管
理運営事業

観光まちづ
くり推進室

　北海道指定天然記念物である鍾乳洞
と、その周辺の豊かな自然環境を生か
し、地域住民の憩いの場や都市住民との
交流の場とする。

・維持管理委託
・大規模修繕基本
設計
・大規模修繕(3か
年)

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

観光振興事業 観光まちづ
くり推進室

　道の駅を観光拠点とし、観光客の入り
込み増に繋げるため各種イベントを開催
する。
　また、管内における緊密な情報交換を
通して宗谷地域の観光振興の推進と観
光資源の整備促進を図る。

観光行政の推進
並びに普及宣伝、
観光振興

559 210 210 139 観光入込客数 
7.3万人

【Ｒ6時点　6.0万人/
年】

情報発信についてはビューロー
を中心的役割に位置づけＨＰで
発信を行うよう進めてきている。
当町を取り巻く観光の情勢は変
わっておらず、特産品も薄く、コ
ンテンツも少ないが、近隣自治
体と連携する取り組みができれ
ば、新たな流れが期待できる。

南宗谷のエリアでの観光連携に
ついては、令和３年度から始
まっている小樽商科大学とＨＡＣ
の連携事業によるコンテンツ造
成事業のほか、さらに、宗谷総
合振興局によるきっかけづくりも
必要であると思われる。
観光施設の老朽化は継続的な
課題であるが、適宜修繕を行い
ながら管理運営し、運営体制も
整え、観光事業の実績を重ねて
いくうえで更新を図っていく。

A）　観光振興計画は策定されたがそれが今見えないと感じている。ビューローと連携なの
か、役割分担なのか。
→　　基本ビューローが主体である。スタート当時の期待値と今での温度差が何かしらあるか
もしれない。アフターコロナも含めてわかりづらさの改善する余地があると考える。

事業拡大

観光イベント振興
事業

観光まちづ
くり推進室

　町民総参加による観光イベントを開催
し、地域住民に楽しんでもらい、地域の
人たちが親睦交流を図る。

エプロン・
ツーリズム

・北緯45度夏まつ
り、しばれまつり
のイベント事業補

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

観光振興計画フォ
ローアップ事業

観光まちづ
くり推進室

　平成28年度に策定した観光振興計画を
推進。中頓別町の観光資源を活用した体
験メニューの商品化や情報発信をつうじ
て関係人口や移住者の増を図るほか、
観光を核とする地域の活性化を推進する
ため、なかとんべつ観光まちづくりビュー
ローの運営支援を行う。

地方創生
の推進

・観光組織フォ
ローアップ事業委
託
組織運営支援な
ど

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

なかとんべつ観光
まちづくりビュー
ロー運営事業

観光まちづ
くり推進室

　ビューローの運営を支援することで、観
光を通したまちづくりの推進を図る。

地方創生
の推進

・運営補助
・協力隊員給料負
担金

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第5項 誰でもチャレンジで
きる起業支援の推進

第6項 6次産業化の推進 ６次産業化推進事
業

産業グルー
プ

地域の中で分断されがちな地元の生産
者と消費者が直接牛乳を通じて交流を進
め、住民として基幹産業に誇りと期待を
持って双方が支えながらより良い生産
者、消費者へ成長することを目的に、中
頓別町産の乳処理業の事業化「牛乳の
製品化」を実現し、地域資源を生かした
起業化、雇用創出を図る。
　また、醸造用ブドウの栽培を進め、新た
な特産品の開発と地域産業の創出を図
る。

エプロン・
ツーリズム

地方創生
の推進

〇 先進地視察（池
田、名寄　等）
ブドウ試験栽培圃
場管理　kg　
なかとん牛乳製造
販売
900ｍｌ　本
250ｍｌ　本

3,054 3,054 なかとん牛乳を用い
た商品化の数

牛乳の製造体制はやや改善さ
れたものの、牛乳の消費期限の
問題から、町外への販路拡大に
は至っていないが、地域内では
地域牛乳として浸透しており、町
内での販売やふるさと納税品と
して活用されている。製造体制
のさらなる安定化を図り、付加
価値を付けた加工品の開発を進
めていきたい。
　醸造用ブドウの試験栽培で
は、５年目は遅霜の影響を受
け、品質的にも若干厳しさは
あったものの、204房、21.6㎏を
収穫することができた。令和５年
度より、本格的な商業用栽培を
目指し、さらなる栽培技術の確
立と支援者の組織化を進めてい
く。

なかとん牛乳は地域のブランド
牛乳として定着してきており、今
後の販売拡大を目指し、さらな
る生産体制の安定化を進めると
ともに、消費期限の長いアイス
などの定期的な製造を目指す。
　ワイン用ブドウの試験栽培は、
道内の主産地と比較すると生育
に遅さは見受けられるが、凍害
や霜対策に注意していくことで、
一定程度の収量は確保すること
が可能であることが実証されつ
つある。令和５年度より商業用
圃場の整備を進め、本格的な収
穫物の活用方法等について、地
域の支援者とともに検討協議を
進めていきたい。

A）　なかとん牛乳は変わらず順調か。道の駅でメロンパンが販売されいるが。
→　牛乳は、道の駅でも好評な状況。牛乳を使ったメロンパンで、ビューローの独自事業で販
売している。
A）　牛乳の人気もよい経過だが、チーズといった２次加工品は長期保存ができベーターだと
思うが。
→　現施設のスペースが足りない。保存場所が確保できなく、施設拡充も難しい。
A）　ふるさと納税返礼品はどうか。
→　令和５年度からなかとん牛乳アイスもリストアップした。道の駅ほかにセコマでも購入可
能でリピートが多い。
A）　醸造用ワインの状況は。
→　令和１２年度にワイン販売をできるように計画をしている。
D）　試行段階でできたブドウを活用した商品販売はしないのか。
→　どのような方法でカタチにできるか検討をしている。

事業拡大



6／13　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費

ミルクプラント運営
事業

産業グルー
プ

　地域で生産された生乳を使用した地域
牛乳『なかとん牛乳』の製造や地域で生
産された牛乳等を活用した特産品の開発

エプロン・
ツーリズム

地方創生
の推進

飲用乳製造
乳製品試験開発
等

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2節 多様な働き方と暮らし方が選択できるまちづくり

第1項 多様で柔軟な働き方
ができる環境づくり
の推進

コモンズ形成事業 政策経営室 　近年ではSDGs、脱炭素、地域共生社
会など、新たに多岐にわたる政策テーマ
が頻出し、グローバルな視点からも解決
が要求されていることから、町としても持
続可能な社会発展に向けた取り組みが
これから必要であると考え脱炭素実践に
取り組むとともに、関係人口（都市部の学
生）を呼び水として、住民ひとり一人がこ
れまで中頓別町で営まれてきた生活、共
助の仕組み、地域資源を振り返り（聞き
書きを行い）、その学びを通じて、住民相
互のコモンズ形成（共助の仕組み）の構
築する。

地方創生
の推進
SDGs
新たな交
通体系

〇 ・町民インタビュー 
９名　
・共助のしくみづく
り推進協議会　４
回実施　
・移住定住促進　
・しごとマッチング
機能の促進　
・シェアリングの促
進　
・遊休施設の試行
利用

18,553 9,107 9,446 関係人口の拡大
１件

【R6時点　2企業】

町民が集える場の
開放施設数　1か所

【R6時点　1か所

地方創生の取組として3つ目とな
る。働き方改革PJからライドシェ
ア、中頓別無料職業紹介所、特
定地域づくり事業協同組合をさ
らに発展するための継続展開に
加え、共助の仕組みづくりをしっ
かり推進するために、保健福祉
課で進めている地域生活サポー
ト事業を横連携により、町民に
とって暮らしやすいまちづくりとし
て展開したところ。また、共助の
取組となる拠点づくりを目指すた
め、旧松田商店のお試し利用や
コアメンバー会議を行いながら
本格運用を目指している。
2年目はこれらのさらなる充実と
工夫した展開、くらしに困りごと
を抱える町民にサポートの手を
届けられるよう、関係課連携して
取組を推進する。

事業2年目となるため、検討段階
から改善を視野に実践が展開す
るよう、関係する町民皆さんと丁
寧に協議を重ねて推進するこ
と。

A）　コモンズ形成事業の成果が高いということだが、具体的には何を指しているか。
→　共助の仕組みを目指すため、ひとつの事業を関係課の横連携で進めていること。企画運
営に協議を行う場に行政だけでなく、町民活動を行う方々と連携して進めている点です。
　A）　目的欄に、「ＳＤＧｓ」「脱炭素」と記されているが、進捗状況からして何もしていないと思
うが、ほかの事業で取り組んでいることなのだから、この事業は「共助」に特化してよいので
はないか。
→　計画検討の当初段階で地方創生として取り組むべきテーマ候補としていたところである。
実際にこの１年事業を進めてきて、ご意見の通り「共助」をメインとしています。

改善・効
率化

奨学金等償還支
援事業

総務グルー
プ

　中頓別町奨学金等償還支援条例は、
町内事業所等に就業中或いは就業予定
があり、町内に住所があるか定住をする
見込みがある者で、奨学金等の償還中
或いは償還を予定する者に対して助成を
行う制度であります。また、国家資格等
取得者に対して奨学金等の一括償還相
当額を貸付ける制度でもあります。

地方創生
の推進

奨学金等償還支
援助成及び奨学
金等償還支援貸
付

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2項 新たな情報通信社会
の導入実現に向けた
技術の活用

地域情報化推進
事業
（高速ネットワーク
通信環境整備）

政策経営室 　超高速ブロードバンドサービスが利用
できる環境を整えたことにより、町内各世
帯における情報格差の是正と地域の活
性化を図る。
また、ラジオ難聴区域の解消のための放
送事業者への改善要望や地上デジタル
放送設備の維持管理にかかる支援を推
進する。

情報化
地方創生
の推進

〇 ・情報格差の改善
（家庭、事業所に
おける光サービス
契約戸数、Wi-Fi
等設備の拡充）
・地デジ設備の維
持管理

未来技術導入数
０件

【R6時点　1件】

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第3項 自然と調和する住環
境整備し、人口減少
対策の推進

移住定住促進事
業

観光まちづ
くり推進室

　交流居住人口の増加を図るため、移住
体験事業によるきっかけづくりから、季節
居住のための住宅情報の提供、滞在期
間中の生活体験に係る条件（農地利用
関係等）を整備する事業である。このた
め、実行委員会（ピンネシリ地区）を組織
し、ＰＲ活動等を実施している。

くらしとしご
と
地方創生
の推進

〇 ・中頓別町移住
フェアの実施（東
京）
・中頓別町無料職
業紹介所の運営
・中頓別町特定地
域づくり事業協同
組合の運営
・移住定住に関連
する各種情報の
発信

1,171 340 91 740 北海道UIJターン新
規就業者　0件

【R6時点　1件/年】

移住者向け住宅設
置数0戸

【5年間 2戸】

都市部との交流イベ
ントの回数　２回/年

【R6時点　5回/年

　令和4年度は、町単独の移住
フェアを３年ぶりに東京で実施
し、これをきっかけに移住者２
名、おためし暮らし利用者１名を
獲得。今後は移住フェアの参加
者に様々な情報を提供し、関係
人口・二地域居住・おためし暮ら
しへと誘導していく予定。また、
アフターコロナということもあり、
おためし暮らしの利用が回復基
調で、住宅（３か所）の合計稼働
率は54.2％となり、そのうち２か
所の住宅は２年間の長期利用
予定となっている。利用者には
利用後の定住に結び付くような
各種フォローを実施する。
　移住に関する情報発信の成果
としては、町内に居住（移住）を
希望する問い合わせが数件あっ
たので経路を確認すると、WEB
サイトを閲覧してからと返答が
あった。問い合わせ時に空き住
宅がなく、結果的に断念したこと
もあり、今後は移住者向け住宅
の整備等について検討する必要
があると認識する。

首都圏における単独の移住フェ
アを３年ぶりに実施することがで
き、結果相談者の移住に繋げる
ことができた。今後は移住を呼
びかけるターゲットを明確化した
り、お試し暮らしの受け入れにお
いても本来の利用目的に限定す
るなどして効果的な取り組みとな
るような展開としていきたい。
また移住の受け入れとなる住宅
の確保やお試し暮らしとして活
用している住宅の老朽化による
維持補修などの課題について検
討が必要となっている。

A）　移住促進はターゲットを明確にするべきでは。
→　今は「誰でもどうぞ」であるので、これからは目的を定めたい。担当の本音は「働く人」に
注目したい。

事業拡大

くらしとしごと窓口
推進事業

観光まちづ
くり推進室

　移住と労働に関連する情報を一元的に
発信する。
原課で実施している各施策をまとめ専用
WEBサイトを通じて提供することで、移住
検討者が必要な情報を容易に収集でき、
移住をより具体的にイメージすることがで
きる事業である。
また、SNSを活用し町の情景や生活様式
を発信、中頓別町のブランド形成を行う。

くらしとしご
と

〇 ・特定地域づくり
事業協同組合の
運営
・中頓別町無料職
業紹介所の運営
・くらしとしごとの
窓口WEBサイトの
運営
・住宅情報の収集

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略



7／13　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費

第3章 福祉「誰もが健康で安心して暮らせるまち」

第1節 末永く安心して暮らせるまちづくり

第1項 将来にわたり安心で
きる医療体制の充実

国民健康保険病
院事業

国保病院 　地域住民の病気の治療及び健康増進
を図るため、国民健康保険病院を開設し
運営する。

オンライン
診療

地域共生
社会

〇 国保病院運営
介護医療院の運
営

574,297 2,260 831 571,208 専門医師の招へい
人数

健康診断等各回の
診察医師1名

【R6時点　1名】

医療職員の確保人
数
-名

【看護師等　5年間　
4名】

年度当初から医師２名での医療
提供体制としてスタートしてお
り、今後も継続する必要があり
ます。７月に病床を２０床へ縮小
し、１６床の介護医療院を併設
することで医療及び介護施設と
しての２つの役割を担うこととし
ています。人口減少が進み外来
及び入院患者数が減少すること
で医業収益が減少傾向にあるこ
とから薬品や診療材料費、経費
等の節減に努めているほか後
発医薬品への転換も積極定期
に取り組んでいます。
また、介護保険事業について
は、住民ニーズが高く訪問看
護、通所リハビリ、居宅事業所
の３事業についても効率化を図
り各部門と連携してサービスの
向上に取り組んでおり、今後も
継続していく。

年度当初から医師２名体制を構
築することができており、医療提
供体制充実が図られていること
から次年度も継続して取り組ん
でいく。
また、地域医療提供体制と地域
包括ケアの構築のための基本
方針に基づき、７月から病院へ
介護医療院１６床を病院へ併設
し、老人ホーム、病院からの移
行を進め定員の増加に努めてき
ました。次年度以降も介護医療
院入所及び介護保険事業の充
実に取り組んでいくこととしてい
ます。

・訪問看護、通所リハビリ、居宅
事業所、介護医療院の充実。
・地域医療提供体制と地域包括
ケア構築に伴う連携体制の構
築。

A）　介護医療院がスタートして１年が経過し、利用者数は増えているようだがその要因はわ
かるか。
→　施設利用者の措置変更だけではなく、在宅者の利用もある。
A）　医師の評判が良いと町民から聞こえてくるが、何が要因かわかるか。、または反対に
困っているということはないか。
→　患者からの感謝とする声は、診察の際に直接医師に伝えられていることはあるかもしれ
ないが、事務局へは特段届いてはいない。調理の職員が確保できなく、退職の意向がある方
を慰留してる。特別食や治療食といった単に食事の提供だけではないため、給食センター機
能とは異なる。

事業拡大

第2項 安心して子供を産み
育てられる環境の整
備

子育て世代包括支
援センター事業

福祉グルー
プ

　妊産婦及び乳幼児の健康の保持増進
に関する包括的な支援を行うことにより、
地域の特性に応じた妊娠期から子育て
期にわたるまでの切れ目のない支援を提
供する体制を構築することを目的とする。

地方創生
の推進

①妊産婦及び乳
幼児等の実情の
把握　②妊娠・出
産・育児に関する
総合的支援事業　
③支援プランの策
定　④保健医療又
は福祉の関係機
関との連絡調整　
⑤要保護児童等
に対する支援　⑥
母子保健事業　⑦
子育て支援事業　
⑧その他

1,925 1,925 子育て施策に満足
できる町民の割合

－％
【Ｒ６時点 60％】

※町民アンケート実
施時による

令和４年度は助産師を２名正規
雇用し、妊娠期から産前産後、
子育て期と家族支援の視点を持
ちながら、より専門的できめ細や
かな支援を行えるようになった。
なかとんネウボラホットラインで
の相談も増加しており、ネウボラ
ルームでの来所相談、訪問件数
も増加している。子育てサーク
ルのひよっこクラブには毎週参
加し、子どもたちの様子を見な
がら、お母さんたちの相談を受
けている。日ごろからこども園に
も赴き、お母さんたちや先生たち
とも十分な情報交換を行ってい
る。情報交換の中で、少しでも何
かしらの心配のあるケースにつ
いてはグループ内で話し合い、
必要時には子ども若者ケア会議
の開催や、こども園が主催して
いる子ども支援ネットワーク会議
で情報提供を行うなどし、速や
かな支援を行っている。

「子どもの育ちを、地域みんなの
喜びに　地域がひとつに、健や
かでこころ豊かなこどもを育てる
まちづくり」基本理念の実現を目
指して、各関係機関が連携を密
にし、子どもたちや子どもたちを
取り巻く人たち一人一人の課題
に寄り添い、解決に向けてスタッ
フ一丸となって取り組んでいく。

特になし 事業拡大

子ども医療費助成
事業

福祉グルー
プ

　満１８歳までの子どもたちに対し、医療
費の無料化を図り、疾病の早期発見・早
期治療を促進し、子どもたちの健康の向
上と福祉の増進や子育て家庭の経済的
負担を支援する。

地方創生
の推進

医療費助成 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

子ども・子育て支
援事業

福祉グルー
プ

　児童福祉法（昭和二十二年法律第百六
十四号）その他の子どもに関する法律に
よる施策と相まって、子ども・子育て支援
給付その他の子ども及び子どもを養育し
ている者に必要な支援を行い、もって一
人一人の子どもが健やかに成長すること
ができる社会の実現に寄与する。

育児と仕
事の両立

子ども・子育て会
議
子ども・子育て支
援システム保守
未熟児養育医療

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

ファミリー・サポー
ト・センター事業

福祉グルー
プ

　育児の援助を行える者と育児の援助を
受けたい者からなる会員組織として、中
頓別町ファミリー・サポート・センターを設
置し、相互援助活動を推進することによ
り、地域の子育て支援の充実と経済的負
担の軽減を図ることを目的とする。

地方創生
の推進

・保育施設の保育
開始前や保育終
了後の子どもの預
かり
・保育施設までの
送迎
・放課後子どもプ
ラン終了後の子ど
もの預かり
・学校の放課後の
子どもの預かり
・冠婚葬祭又は学
校行事の際の子
どもの預かり

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

不妊治療費助成
事業

保健グルー
プ

　一般不妊治療（医療保険適用治療も含
む。）及び特定不妊治療に要する費用を
助成することにより、不妊治療を受ける
夫婦の経済的負担の軽減と少子化対策
の推進を図ることを目的とする。

地方創生
の推進

治療に要する費
用の一部助成及
び交通費助成

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

母子健診事業 保健グルー
プ

　 乳幼児の健診では小児科の医師や歯
科医師による健診、保健師・歯科衛生
士・栄養士による健康相談等を実施する
ことにより安心して子育てが出来るように
支援する。また、妊婦健康診査の費用の
助成を行うことで、妊婦の健康管理の充
実と安心して妊娠・出産が出来る体制を
確保する。

地方創生
の推進

乳児健診、１歳
６ヵ月児健診、３
歳児健診
妊婦健康診査の
助成

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略



8／13　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費

妊産婦安心出産
支援事業

保健グルー
プ

　分娩可能な産科医療機関までの距離
が遠く、妊産婦の心身両面の負担や経
済的負担が大きいことから、健康診査や
出産にかかる経費について支援する。

地方創生
の推進

妊産婦健康診査
への交通費の助
成
出産時の交通費
および出産準備
のための宿泊費

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

いきいきふるさと推
進事業

政策経営室 　本町の住民や転入者に対して、あたた
かい歓迎の気持ちを込めて必要な情報
の提供及び転入手続きにおける利用し
やすい窓口の環境整備を図るとともに、
子育てに対してお祝いの気持ちを込めて
祝品の贈呈や支援をしていくことにより、
中頓別町における住民の定住化とほんと
うの豊かさを分かち合うあたたかいまち
づくりを推進する。

地方創生
の推進

生活情報誌
転入者牛乳引換
就職祝い金
通学バス定期補
助
高校通学支援補
助
結婚祝い金
出生祝い金

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第3項 誰もが安心して暮ら
せる地域共生社会の
実現

社会福祉総務事
業

福祉グルー
プ

　社会福祉施策推進に関する経費、各種
審議会・委員会等の開催に要する経費
や、重要課題に対するための経費です。

〇 保健福祉審議会
国民健康保険運
営協議会
民生委員の推薦
委員会
社会福祉行政に
係る普通旅費及
び公用車の維持
管理
令和4年度外国人
奨学生　1名

27,150 27,150 福祉施設就業者の
確保のための人材

育成を支援した人数
外国人材育成負担 

一式
就労者 1名
保健師 １名
栄養士 １名

【看護師・介護福祉
士等　5年間　4名】

特に問題等はない。 南宗谷福祉会の自主的、自律
的運営を促し、地域福祉向上の
ため関係機関と連携を深める。
介護福祉職員の人手不足が深
刻化し、職員の確保に苦慮して
いる状況な中、介護福祉職員の
確保に向けて引き続き、外国人
介護福祉人材育成支援協議会
に加入し職員の確保に努めてい
く。

特になし 現状維持

社会福祉法人資
格養成助成事業

福祉グルー
プ

　中頓別町において社会福祉事業を経
営する社会福祉法人に対し、福祉施設に
勤務するべき職員の養成にかかる経費
について一部を助成することにより、福祉
職員の恒常的不足を解消することを目的
とする。

地方創生
の推進

R4実績
　厚生園職員　2
名
　長寿園職員　1
名

64 64 福祉施設専門資格
取得の助成、就業
者確保の支援数　
資格養成 3件
【5年間　5名】

社会福祉法人の資質向上のた
めにも資格養成助成事業を継続
する。
令和3年度実績　厚生園職員　4
名

事業を継続して実施する。
現施設職員の有資格者（介護福
祉士）の増加に伴い、資格養成
者が減少している。

現状維持

地域生活サポート
事業

福祉グルー
プ

　ゴミ捨てや窓拭きなどを頼みたい高齢
者等（依頼会員）と、地域の困り事解決の
担い手となりたい人（提供会員≒有償ボ
ランティア）のマッチング調整業務を行う。
また、提供会員によるボランティア援助活
動が円滑に行われるための提供会員養
成講座や必要なサポート業務全般を担
当するほか、会員同士の交流会や意見
交換会等の場を設置し、会員及び住民
の意見を事業内容に反映させるための
諸業務を行う。

いつラボ 地域共生
社会

〇 町内ヒアリング
庁内関係課連携
会議
令和４年度実績
　依頼件数　31
件・
　活動回数　62回

86 86 運用の仕組みを調整しながら利
便性を高める。

本事業については、令和４年度
から開始されたものであることか
ら、今後は利用状況の確認や必
要に応じて活動内容の見直しを
するなど、よりよいサービスとな
るよう努める。

D）　知人からネズミ捕りの相談を受けたが、個人的に苦手でお手伝いができなかった。地域
生活サポートは対象条件あるのか。
→　６５歳以上といった一定の条件があるので直接相談していただきたい。
A）　運用面でトラブルはあったか。例えば除雪についてはどうか。
→　調整に困るような事態になることまでは起きていない。

現状維持

地域支え合い・見
守り活動推進事業

福祉グルー
プ

　小地域でのネットワーク活動やサロン
活動など、自治会や社会福祉協議会とと
もに町民が主体的に地域で支え合う取り
組みをすすめます。また、要援護者の支
援、権利擁護に積極的に取り組みます。

地方創生
の推進

要援護者システム
改修

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

冬季生活支援事
業

福祉グルー
プ

　居住の用に供する住宅の玄関、ベラン
ダ、屋根等の除排雪等をすることが困難
な高齢者世帯、障がい者世帯及びひとり
親家庭等世帯等に対し、冬期間の積雪
による安全を確保するため、除雪等の経
費の一部を助成することにより、これら世
帯の安全の確保と、地域福祉の推進を
図ることを目的とする。

地方創生
の推進

費用の一部助成 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第4項 障がい支援と心のな
やみサポートの推進

障害者福祉事業 福祉グルー
プ

　障害者の自立更正や社会参加の促進
を図る。
　障害に関係なく共通のサービスを地域
で受けることができるよう、障害者福祉施
設事業の体制整備と充実を図る。

いつラボ ・障がい者団体の
支援
・精神疾患患者移
送

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

地域生活支援事
業

福祉グルー
プ

　障がい者（児）が、自立した日常生活又
は社会生活を営むことができるよう利用
者の状況に応じ、柔軟な形態により事業
を効果的・効率的に実施し、障がい者
（児）の福祉の増進を図るとともに、障が
いの有無に関わらず安心して暮らすこと
のできる地域社会の実現に寄与する。ま
た、障がい者等が働いている事業者へ、
助成金を支出することで、地域内の障が
い者等の就労を促進を図る。

地域共生
社会
地方創生
の推進

〇 相談支援
成年後見制度利
用支援
コミュニケーション
支援
日常生活用具給
付等
日中一時支援

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第5項 男女共同参画の推進 青少年育成・男女
平等参画業務

総務グルー
プ

　地域の子ども・若者を健全に育成する
ため、関係セクションとの連携を図り有害
情報の氾濫防止、ひきこもりや不登校な
ど心身の悩み解決に取り組む。
　男女平等の社会づくり、配偶者への暴
力の根絶など地域における男女共同参
画の推進をする。

育児と仕
事の両立

広報による啓発活
動

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略



9／13　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費

第2節 いくつになっても健康でいつまでも元気でいられるまちづくり

第1項 生涯を通じた健康づ
くりの推進

がん検診事業 保健グルー
プ

 　がんの早期発見に資するよう、がん検
診の方法等の検討、がん検診の事業評
価の実施、スタッフの研修の確保、その
他がん検診の質の向上を図るために必
要な施策を講じるとともに、がん検診の
受診率の向上に資するよう、がん検診に
関する普及啓発その他必要な施策を講
じる。

地方創生
の推進

〇 胃・肺・大腸・子
宮・乳がん検診
前立腺がん検診
喉頭がん、耳鼻咽
喉科の検診

2,084 2,084 安心して暮らせると
満足できる町民の

割合
－％

【Ｒ６時点 ８０％】
※町民アンケート実

施時による

今後も国の指針やガイドライン
に基づいて検診を行っていく。
受診率の向上に向けて、がん検
診の有効性について周知してい
くと同時に、受診を動機づけるよ
うにオプションの紹介を行うなど
して、検診を受ける受けることで
の安心感や、検診の魅力を発信
していく。
事業の継続を行う。今年度も乳
がん・子宮がん検診に対する
クーポン券を対象者に配布す
る。オプション検診など新たな試
みを紹介するなどして、受診を
促していく。

特定健診との併用受診を進め、
1年に一回の町民が自分の健康
を確認する機会として、町民の
ドックとして認識していただける
ように引き続き周知していく。ま
た、未受診者への検診の有用性
など説明を行い、受診率向上に
つながるように取り組んでいく。

B）　健康診断の結果通知が２か月後というのがいかがなものか。もし重篤な病状が見つかっ
たなど緊急で再検査が必要な方にとっては困らないか。
→　すみやかな結果通知に努めているが、特定検診の診断が外部に頼らざるを得なくてこの
結果が時間を要する一因にもなっている。万一緊急事態となる病状が認知されれば検査セ
ンターから速報を得られるようにはなっている。
I）　早期発見が大切だ。受診勧奨をしても増えない要因は分析しているのか。
→　個別に受診勧奨をしているものの、新規者が増えていかないため、総数増に至らない。
新しい健康づくり計画を進めているので、健康診断受診に関心をもってもらうよう検討中であ
る。

現状維持

予防接種事業 保健グルー
プ

　伝染のおそれのある疾患の発生および
蔓延を予防するために、予防接種を行
い、公衆衛生の向上および増進に寄与
すると共に、予防接種による健康被害の
迅速な救済を図ることを目的とする。

地方創生
の推進

2種混合・４種混
合・BCG・麻しん
風しん・小児肺炎
球菌・ヒブ・水痘・
日本脳炎・B型肝
炎・パピローマウ
イルス感染症・イ
ンフルエンザ・高
齢者肺炎球菌・ロ
タウイルス

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

健康診査事業 保健グルー
プ

　骨粗鬆症検診は早期に骨量減少者を
発見し、骨粗鬆症を予防することを目的
とする。 肝炎ウイルス検診は肝炎による
健康障害を回避し、症状を軽減し、進行
を遅延させることを目的とする。 健康診
査は内臓脂肪の蓄積に着目し、健康診
査の結果を踏まえた効果的な保健指導・
栄養指導を行うことにより、脳心血管疾
患の発症予防及び糖尿病等重症化予防
につなげることを目的とする。

地方創生
の推進

健康診査
骨粗鬆症検診
肝炎ウイルス検診
頭の健診

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第3節 安全で快適な生活ができるまちづくり

第1項 町民生活の防犯と交
通安全の推進

生活安全推進事
業

住民グルー
プ

　交通事故死ゼロの記録を永久的に更
新する為、町交通安全基本条例を基本
理念に交通事故根絶を目指し交通安全
意識と啓発を図り町民の安全を確保す
る。防犯は地域生活安全協会が中心とな
り高齢者世帯訪問や児童を不審者から
守る活動等が実施されていることから引
き続き連携して取り組んでいかなければ
ならない。
・特殊詐欺、訪問販売などのトラブルに
対する助言
・消費生活相談業務の広域化に関する
合意書に基づく移動相談会の実施
・安全安心な地域づくりのめ、高齢者宅
訪問や啓発活動

地域共生
社会

・交通指導員事
業・地域生活安全
協会事業・防犯関
連事務・交通事故
死ゼロ１５００日達
成に向けて啓発
、活安全協会事務
局事務を含む)

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2項 心地よい住まい確保
の推進

民間住宅施策の
推進事業

建設グルー
プ

　町内に賃貸住宅を建設する者に対し
て、その費用の一部を助成することによ
り、良質な賃貸住宅の供給の促進と町民
の定住促進を図る。

地方創生
の推進

助成件数　1棟6戸
（単身者向け）

18,000 8,100 9,900 補助制度の利用件
数

新築住宅 2件
新築アパート 1件

【5年間　5件】

人口減少により公営住宅の更新
の事業が進めにくい状況にある
中で、民間賃貸住宅を建設して
もらうのはメリットが多いと考え
る。

賃貸住宅建設促進は、今後も継
続して実施するのが望ましい。

A）　民間賃貸は入居希望者が多いと聞いている。近年夏の気温が高いからエアコンが備え
られているので生活環境がよく人気があるのではないか、公営住宅に備えられていないため
不人気だとも聞こえている。令和5年度の建設予定はあるか。
→　１棟予建設予定があると聞いている。
A）　民間による住宅建設がされているが、今後の役場としてはどのように捉えているのか。
→　担当としては公営住宅管理計画により修理はしているが、入居希望者が多数いることか
ら、町内の住宅は足りない状況と感じている。
A）　住宅が足りないということだが、教職員住宅の一部では空いているのが数件あるが、そ
の扱いはどうなっているか。宮下定住促進団地の拡充した区画はどのような状況か。
→　教職員住宅は名目が違うため利用できないところ。ただどれも古いためリフォームしなけ
ればならないと借りたがらないのではないか。親元から離れて一人暮らしをしたい希望者が
多い印象。
宮下の拡充分はまだ申し込みはない。昨今の社会情勢をみれば新しく家を建てることは大変
だと感じる。
B）　資材高騰しているが助成額を増額する検討はされていないか。
→　町長と打ち合わせをしたことがあるが、坪単価計算すると、この条例をスタートしたときか
ら比較しても１０％くらいの上昇幅なので、現助成額へ反映するまででないかとした。
H）　公住によるランニングコスト抑制にもなることが、民間賃貸建設を促進する意図があっ
た。建設費は上がっているし、助成財源の約半分が国庫で賄えるのであれば、助成額を拡
大して家主の負担感をカバーすることができれば、良い循環ができると思う。

現状維持

住宅建設促進事
業

建設グルー
プ

　中頓別町住宅建設促進条例に基づき、
町内に住宅を新築及び増改築する方に
対し、経費の一部を助成し、町民の持ち
家住宅を促進する。評価額に基づき
2,400千円を限度に助成する。

地方創生
の推進

交付件数　１件 R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第3項 安心な上下水道の推
進



10／13　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R4実績は特筆する進展なしのた
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総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費

第4項 安全な道路網整備

第5項 地域交通確保の推進 新たな生活交通路
線検討事業

政策経営室 　ＪＲの廃止に伴うバス転換が行われ四
半世紀となる２５年が経過しようとしてい
る。これまで路線の見直しやバス事業者
による経費削減を行って財政負担の軽
減に努めているが、今後の生活交通に
関する抜本的な検討を進めてきたとこ
ろ。令和5年10月から新しい方法による
開始を目指す。

新たな地
域交通

〇 浜頓別町、及び関
係機関との検討
会議

69 69 地域公共交通を満
足と感じる町民の割

合
－％

【Ｒ６時点 ４０％】
※町民アンケート実

施時による

会計検査院の指摘により、H32
計画（R1年10月）から国庫補助
の対象外となったことに伴い、関
係団体と地域公共交通のあり方
を協議してきた結果、現行の民
間バス事業者による定時運行路
線ではなく、町が実施主体となる
予約制のデマンド型バス及びス
クールバスへ令和5年10月に移
行することで合意形成が得られ
た。
今後は当該交通を円滑に運行し
ていくための事業へ移行してい
く。

令和５年１０月からの路線バス
の見直しに向けて、関係自治体
との協議を整え、中頓別町と浜
頓別町が実施主体となるデマン
ドバスへの移行が確認された。
これを踏まえ、有償運送の実施
に必要となる地域公共交通活性
化協議会を設置し、運行方法や
料金など、概ね想定どおりのス
ケジュールで協議を進めてきて
いる。また、高校通学用にスクー
ルバスも運行開始に向けて浜頓
別高校や教育委員会との調整も
進めてきており、今後は住民説
明や新たな交通手段となること
の周知を広く行っていく必要が
ある。

C）　デマンドバス実証試験運行の状況、また今後の町民説明会の予定ははいかがか。
→　８月から２か月間試行するが、走行中のトラブルはないところだが、軽易な困りごとは起
きており、予約を受けて運行準備しているとキャンセルとなることが起きている。説明会は７月
に全戸周知により行っている。本格運用に向けた説明会を９月に行うこととしている。
H）　デマンドは環境に配慮した取り組みとして優良だと思う。使用する車両は環境に配慮し
た機能を有しているのか。
→　環境に配慮する車両の是非について検討はしていなかった。今後車両更新があるときは
きちんと検討したい。

手段変更

地域公共交通事
業

政策経営室 　令和5年10月からスタートする地域公共
交通を維持していくための協議会を開催
するとともに公共交通の運行を行う。

新たな地
域交通

・中頓別町・浜頓
別町地域公共交
通活性化協議会
の開催
・公共交通の運行

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第6項 災害や火災に強いま
ちづくりの推進

防災対策事業 総務グルー
プ

　平成28年度は新たな防災訓練の方向
性が見いだせず1年間保留とし検討を
図ってきた。防災会議の中で具体的な事
象に基づく防災訓練の検討を行い、訓練
を実施することで住民への防災意識の啓
発を行う。また、地域防災計画の見直し
を行うこととする。

多機能コ
ミュニティ
施設

〇 防災訓練
防災会議
防災備品
防災センター基本
構想策定

11,283 4,177 7,106 新型コロナのため、地域住民と
連携した防災訓練は中止とし、
防災会議は書面協議とした。な
お、地域防災計画の見直しは書
面協議で承認を得ている。中頓
別小学校の1日防災学校は北海
道主催のもと支援を行った。例
年行われている中頓別小学校

の防災見学会は今年度も実施さ
れ支援を行っている。職員訓練
は、停電時を想定した役場庁舎
における太陽光発電システムの
切り替え及び発電機の動作確
認を行っている。要援護者台帳
の作成支援では、希望者アン
ケート（対象者199名）を実施し

た。当年度中に保健福祉課で集
約し、次年度に台帳として整理
する必要がある。備品購入は洪
水対策、冬季停電対策の機械

設備を昨年度に引き続き計画的
に導入した。防災センター基本

構想は、大規模な避難施設の検
討を行うために防災センターの

基本構想に着手した。

防災訓練及び防災会議につい
てはコロナ過により数年実施さ
れていないことは残念であるが、
小学生への防災教育はしっかり
できていた。
職員訓練については、今後も継
続した訓練をお願いするととも
に、特に避難所開設に力を注い
だ訓練を実施頂きたい。また、
具体的な避難活動を実施するに
あたっては専門家の意見を取り
入れるための対応もお願いす
る。
備品購入は、今後も備蓄計画的
に沿って備蓄をお願いしたい。
防災センターの構想について
は、中頓別学園建設の計画によ
り左右されることから、状況を見
ながら基本設計、実施設計に進
められたい。

A）　防災センターは避難所を含めた拠点づくりということか。以前に温浴設備を有した施設整
備を考えていると聞いていたが。
→　見込みの通りです。温浴できることも含めてそもそも建設するべきか否かも含めて検討を
しているところです。
A）　台風７号は西日本でダメージが大きいと報道されているが、町ハザードマップは定期的
に更新するのか。
→　国・道の指標が更新されるときに行うこととしており、費用等作業にはとても膨大な労務を
要するためである。
C）　冬季間の避難所対応はどのようになっているか。
→　温風をチューブ型のダクトで循環させる設備を調達しているが、建物内を温かくするレベ
ルではなく、あくまでも寒さをしのぐ程度のものである。
G）　大規模な避難所に行くことのできない沿線の町民は、その地区の会館が避難所となると
思うがその時はどのような対応になるか。
→　発電機等を常備するべきところではあるが、日頃の管理する目が行き届いていないと無
くなってしまう（例.窃盗）ことが見込まれるため、緊急時は順次搬入する想定をしているとこ
ろ。
H）　もし今災害が生きたとしたらどのような手配となるのか。
→　避難をする場合は、レベル４という段階になる状況で、災害予測の情報を適宜入手しな
がら、予測して準備する行動プランがある。本町は水害に弱いまちと言われており、直近の
ハザードマップ更新で、水害エリアが大きくなったところである。さまざまな事象を想定して行
動できるようマニュアルを整理している。
H）　避難所としている建物のどれもが老朽している。だから新たなセンター化が大切ではな
いかと感じたところである。
→　　町内で水害を回避できるのは中学校校舎のみである。避難する人数にもよるが１日分
の備蓄はしている。もし長期になるときは外部からの物資に頼るしかない。
A）　先日の音威子府における水害の通行止めがあったが、広範囲に起きえるものと感じた
が、防災端末によるトラブルは起こっていないか。
→　　確認された都度対応しているところなので、今は課題ない。

事業拡大

消防施設整備事
業

消防 　消防に関する施設・設備を整備する事
業

ＳＤＧｓ 〇 消防関係車両購
入、消防水利更
新・新設
事業計画・消防施
設整備事務

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第4章 環境「美しい自然を守り共生するまち」

第1節 ふるさとの自然に誇りが持てるまちづくり

第1項 美しい自然を守り後
世に伝える環境づく
りの推進

鳥獣対策推進業
務

産業グルー
プ

　年々深刻化する野生鳥獣による生活環
境・農林水産被害の緩和及び防止のた
めの駆除を実施。農林水産業被害の防
止策推進のための法律「鳥獣被害防止
特別措置法」が可決・成立したことを機会
に、中頓別町有害鳥獣被害対策協議会
を設立。捕獲体制の見直しや捕獲事業
の推進を図る。

SDGｓ 〇 ・捕獲許可証交付
件数14件
・捕獲目標
エゾシカ　680頭
ヒグマ　5頭
アライグマ　212頭
（委託）

18,908 4,024 67 14,817 高齢化が進んでいた猟友会に
若手会員の加入が続いているこ
とから、令和４年度より経験の浅
いハンターを対象に狩猟者育成
事業を行った。今後も、銃猟免
状習得補助制度のＰＲ等は引き
続き行い、若手狩猟者の確保を
促進する。なお、エゾシカの有害
捕獲頭数は、年々増加してお
り、個体頭数の調整を促進す
る。また、アライグマは減少傾向
があまり見られず、今もなお２０
０頭近い捕獲頭数である。つい
ては箱罠の貸し出しや防除等の
講習会の実施等を通し、捕獲従
事者の確保及び罠の設置箇所
の増設を促し、個体数の抑制を
図る必要がある。

エゾシカについては、ライトセン
サスの結果や出没状況から、本
地域では増加傾向にあり、従来
の500頭の捕獲目標の設定を見
直す必要がある。また、ヒグマの
出没も目立ってきており市街地
における出没も視野に入れ対策
等の検討が必要となっている。
捕獲従事者が減少・高齢化する
中、新たな捕獲者を育成する必
要があり、今後も町独自の助成
制度の周知を図り、捕獲者の確
保・育成を進めていくことが重要
である。また、アライグマについ
ても捕獲数が増加しており春期
における捕獲の推進を行い、捕
獲増に繋げる必要がある。ま
た、次年度においては、鳥獣被
害対策実施隊を設置し地域全
体で野生動物の被害対策を取り
組んで行く必要もある。

A）　エゾシカによる農業被害は金額わかるのか、例えば草地はどうか。
→　年間を通した金額の出し方はあるが、牧草地だけでは正確な算出は難しい。
C）　草は若芽は食われていることはわかっても、採草作業の結果として保存用する量は出来
上がり、それが不足する状況にはなっていない。デントコーンなら見てわかるかもしれない。
それよりも浜頓別、猿払は被害はすごいようで、バンカーサイロも被害にあっているようだ。

現状維持



11／13　第8期総合計画 前期実施計画（R4～8）登載事業一覧 R4実績は特筆する進展なしのた
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総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費

環境保全活動推
進事業

住民グルー
プ

　環境の保全と創造を町民が自主的・主
体的に進めていくため、条例・計画に基
づいた推進に努める。事業としては、ク
リーン作戦の実行がメイン
頓別川を代表とする豊かな自然の姿を見
つめ直すため、、重要とされる住民自ら
取り組める河川調査、外来生物対策な
ど、自然環境に関する取り組みはさまざ
まな活動を進めていかなければならな
い。

いつラボ ＳＤＧｓ
ゼロカーボ
ン

〇 ・クリーン作戦の
実行
・屋外広告物の許
可
・河川水質検査・
サケの遡上定点
調査・町民参加河
川淡水魚生息調
査
・特定外来種の防
除
・各施設及び各課
の温暖化排出量
調査及び公共施
設LED化及びア
クョンプラン

6,694 773 110 5,811 外来種関係や生息調査等につ
いては、前課長主導で環境保全
実行計画書を策定し、今後の方
向性を定めている。合わせて同
月に（特定）外来生物対策実行
計画も作成を行っている。これら
を踏まえて毎年８月に特定外来
生物オオハンゴンソウ防除アク
ションプランを策定し、生息調
査、住民への周知、試験的防除
の実施、報告及び検証を行っ
た。
屋外広告関係事務やクリーン作
戦に関しては、今後継続し町内
環境の整備に資するべき。。
河川の水質調査及びサケマス
の遡上調査は調査を実施し住
民周知を行った。令和2年度から
は、外部に委託する形で、上記
調査を実行した。年数をかけて
淡水魚のデータを蓄積し、次世
代に伝えていくために年次で委
託先と事業実行について協同
し、情報発信を行っていく。

公的機関側のLED化、太陽光発
電システムの設置、EV車の実用
化と地球温暖化対策を進めてき
ているが、住民側では推進の形
でとどまっている。今後は、補助
制度の導入を実現できるような
財源捻出を考慮し、幅広く住民
が地球温暖化対策を取れる仕
組みを進めていく。

E）　この事業に関連するかわからないが、上駒駐車帯のトイレドアが３年前から汚れがひどく
て、いつになったら改善されるのかと気になっていたので、この夏は何かしら作業するかと考
えていたら、きれいになっていた。どこが担当課なのか、これまでの経過を知りたいところ。公
衆トイレに関係して、昨年環境審議会で、町内のトイレマップを作るべきと意見があったの
で、ここも加えてもらいたい。
→　このトイレの所管は建設課である。経過確認して次回会議にて報告する。トイレマップに
ついて了解した。
A）　この事業の名称について、政策経営課にも同名の事業がある。どのような区別がされて
いるのかが、町民目線では一見するとわからない。窓口を一元化すのかなど何らかの工夫
は必要だと思う。
→　もとは一つの事業で取り組んでいたことを住民Ｇでは町内の保全活動を行う内容、政策
経営では環境審議会に関係する業務に分担することになり現在に至っている。分担している
とはいっても環境審議会会議の内容を住民Ｇで共有するなど横連携はしているところであ
る。取り急ぎ町民が困ることのないよう工夫を行うようにしたい。
H）　ＥＶ車について、住民向け補助制度は今後どのような見通しがあるか。町内で充電でき
る場所を整えると思うがどのような方向性となっているか。
→　ＥＶ車・充電機器、太陽光パネルそれぞれのメニューについては協議が始まったばかりで
具体はこれからである。そのために実証実験をするため役場の太陽光パネルと連動する急
速充電器も手配しているが今日の社会情勢で納品がされず、住民への広報もできていない。
A）　クリーン作戦では多くの町民が参加してくれるので、地域の美化活動は行われている
が、そもそもごみを捨てさせない対策が大切ではないか。知駒峠の紫雲橋下に不法投棄が
繰り返し行われていたが、ダミーとはいえ監視カメラなるものを設置してから以降は不法投棄
は生じていない。
→　町民向けの不法投棄をしないよう広報はしているのみでその効果はあると思っている。
が、町外者へは直接的なことはしていなく、もし呼びかけるとしたらホームページを使うことが
一つかと考える。
G）　よその自治体では、不法投棄抑制のため「赤色の小さい鳥居みたいな置物」を予防した
い場所に設置しているようだ。

事業拡大

環境保全活動推
進事業（SDGｓ推
進）

政策経営室 　豊かな自然など良好で快適な環境の保
全とそれを更に豊かなものにしていくため
の創造的な活動についての基本的な考
え方を定め、町民、事業者、町、旅行者
等のそれぞれの責任と義務を明らかに
するとともに、環境の保全と創造に関す
る施策の基本となる事項を定めることで、
施策を総合的かつ計画的に推進し、もっ
て中頓別の自然と地域文化を守り育てる
ことを目的とする。
さらに、ＳＤＧｓに掲げられている17の目
標（ゴール）を達成するため、第8期総合
計画と連動してSDGs推進に積極的に努
める。

SDGｓ 〇 ・環境審議会の開
催　5回
・第2期環境基本
計画の策定、推進
・総合計画と連動
したSDGsの取組
み

129 129 環境保全に関する取組は住民
グループ所管業務が推進されて
特定外来生物防除ほか関連事
業が展開されている。

環境審議会により第2期環境基
本計画の策定にあわせて「ゼロ
カーボンシティ宣言」を行った。
第2期計画策定に際して、８コの
委員アイデアとする提案があっ
たため、計画推進にかかる進捗
や審議会評価に取り組む。

環境審議会における評価実施
に際しては、総合開発委員会外
部評価委員会（兼総合戦略推進
委員会）と連動性を取りつつも、
同じような方法とならないよう実
施方法を構築すること。

F）　長年住んでいてこのまちのきれいだと感じている「ハイジの丘」「大畑山展望台」がある。
町外者など含め宣伝が不足していると思う。以前久しぶりにハイジの丘へ行こうとしたら、道
がわからなくて行けなかった。案内板あったほうが良いと感じた。
→　ちょうど１年前に開催した環境審議会でも同じ意見があって担当課に伝えた。今回も意見
あった旨を速やかに伝える。
A）　現在一己内橋改築工事をしているから、これに合わせて看板設置してもよいのでは。
G）　同意見である。もし可能なら鍾乳洞ふれあい公園まで周遊できるとよいし、展望する丘
の上で、容易にＵターンできるスペースがあるといった工夫をされるともっと良いと思う。一己
内川に堰があるのが残念だ。せめて魚道でもあればマスの遡上に効果があると思う。

改善・効
率化

第2項 ふるさとの自然に誇
りをもてる環境教育
の推進

第3項 廃棄物を減らし循環
する環境づくりの推
進

新エネルギー導入
事業

政策経営室 　平成20年度に策定した「地域新エネル
ギー初期ビジョン」、翌年度に策定の重
点ビジョンにより、エネルギー自給率ゼロ
からの脱却を目指すため、木質バイオマ
ス、家畜糞尿バイオマスなどの導入・普
及を推進する。
また、二酸化炭素削減などゼロカーボン
を推進し、地球温暖化防止対策を積極的
に推進する。

ゼロカーボ
ン

〇 再エネ導入戦略
の策定

9,400 6,142 3,223 35 町のカーボンニュートラル実現
を目指し、「地域再エネ導入戦
略」を策定し、将来における再エ
ネ導入可能性や、省エネの必要
性について確認でき、エネル
ギー種別の生産エネルギー量
と、それによるCO2排出削減効
果について数値化できた。
これを基に町内の特性や環境に
配慮したCO2削減となる取組の
導入を推進する。

「地域再エネ導入戦略」をベース
に、他課で取組んでいるCO2削
減とも連携して再エネ導入に努
めること。

A）　新エネルギーの目的欄に「エネルギー自給率ゼロからの脱却」とあるがこれの意図は何
を指しているか。
　次にコスト欄で「再エネ導入戦略」と記されているが、どのようなことが取り組まれたか確認
できない。報告書は町ＨＰにアップロードしていないのか。
→　「ゼロ脱却」は、本事業をスタートした初期に掲げた目的である。
　「戦略」は、町内のCO2排出量がどの程度あり、太陽光など再生可能エネルギーを活用し
て2050年までに達成するとした将来にむけて、利用可能量の推計をした。報告書は年度末に
まとめてあるので、ホームページに早々にアップする。
G）　木質は、エネルギーとして活用できるように、捨てる部分がないようにする方法で作業等
を行っている。
C）　風力発電建設のため民間事業者が調査等を行っていると聞いているが、国内ではもう
設置する場所なくて、山間部に建てるような状況だと耳にした。反対している地域もあるよう
だ。たとえ建設地として適しているという調査結果が出たとしても、町民意見をしっかり聞いて
判断してほしい。
→　民間企業が現地調査をしている最中である。北海道へ意見書を出すことになるが、町民
意見を大切にしたい考えは有している。

改善・効
率化

環境衛生事業 住民グルー
プ

　ごみの収集委託、容器包装リサイクル
の処理委託、南宗谷衛生施設組合費の
負担、狂犬病予防接種事業の実施、有
害駆除及び町内の生活環境の整備、町
内の美観・衛生的な環境を保持、下水道
区域外で生活排水による公共水域の水
質汚濁の防止、住民生活環境の向上と
自然環境を保全するため、合併浄化槽
設置の普及を促進。
中頓別町公衆浴場確保対策事業補助交
付要綱に基づき、公衆浴場(黄金湯)に対
して、収支が下回る場合に補助金を交付
する。

いつラボ ゼロカーボ
ン
ＳＤＧｓ
多機能コ
ミュニティ施
設

・指定ごみ袋購
入、収集業務委
託、容器包装委
託、指定販売委
託、衛生施設組合
負担金、狂犬病予
防、有害鳥獣の駆
除、エキノコックス
症の検体提供、不
法投棄防止対策
の実施
・合併処理浄化槽
（7人槽）設置補助
・公衆浴場助成事
業
・花とみどりの運
動事業

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略
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総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費

墓地火葬場維持
管理事業

住民グルー
プ

　町内に、中頓別墓地・小頓別墓地・上
頓別墓地・敏音知墓地・松音知墓地の５
箇所設置されている。火葬場において
は、昭和52年に各地区の火葬場を統合
し中頓別墓地に建設した。これらの各施
設の維持管理を目的としている。

いつラボ ゼロカーボ
ン
多機能コ
ミュニティ施
設

墓地管理契約４
件、火葬場委託契
約１件、墓地管理

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

再生可能エネル
ギー等普及促進事
業

産業グルー
プ

　再生可能エネルギーの地域内循環に
よる新たな受給体制による雇用の創出
や、高齢社会に対した快適な生活環境の
向上を図るため木質バイオマスボイラー
の導入・普及を推進する。

ゼロカーボ
ン

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第4項 自然と調和した景
観・街並づくりの推
進

第5章 自治体経営「持続可能なまちづくり」

第1節 町民が主役のまちづくり

第1項 地域振興の推進 地域青年交流の
場設定事業

政策経営室 　担い手・後継者対策は、それぞれの業
種ごとに行われており、農商工連携を始
めとする異業種間の交流や町内の各界
各層の青年女性が集い、交流しあえる場
がないため、町内外の若者が中頓別町
の魅力を体験しながら、枠を超えて交流
し合える場を継続的に持つ取り組みをサ
ポートする。

地方創生
の推進

・青年交流事業ア
ドバイザー招聘
・青年交流事業実
行委員会補助金
・婚活事業の実施

2,364 768 1,596 交流活動の実施回
数

研修会　3回
婚活　1回

【R6時点　3回/年】

令和４年度をもって、婚活事業を
一区切りとし、次年度以降につ
いては、人材育成及び賛同者を
集めることに努める。

コロナ禍ではあったが６回目とな
る対面での婚活事業を無事実
施することができた。こうした機
会を通じて継続したつながりを
持っていただくことに期待したい
ところであるが、事業の参加メン
バーが減少傾向にあることから
今後の事業の継続については
要検討事項となっている。また
実行委員会体制についても町内
の各分野からの担い手が減少し
ており、新メンバーの確保が課
題となっている。

F）　婚活プログラムを今回休みとした意図は何か。
→　企画運営をするメンバーが減ってきていることもあり、横のつながりやスキルアップを目
指した研修会にポイントを絞ってのことである。

改善・効
率化

総合開発委員会
事業

政策経営室 　令和4年度から第8期総合計画がスター
ト。計画の推進管理のため主要な事務事
業の外部評価会議を行うほか、必要に応
じて町長へ具申する。

〇 本会議、外部評価
会議 計3回
町民アイデア実現
企画会議、町民
WS 各チーム3～5
回　※広報誌、
SNSにて活動状況
を周知、体制強化
のため地域おこし
協力隊員を配置

6,695 6,148 547 今回から第8期総合計画の外部
評価がスタートする年度。7つの
アクション、重点プロジェクトに関
係する事務事業に加え、年度当
初における「R4町政執行方針」
にて触れられている事務事業も
評価対象に位置付け実施する。

第8期総合計画初年度として、町
民アイデア実現に向けて活動を
コーディネートする地域おこし居
力隊員を7月より配置した。7つ
のチーム活動には進み方が異
なるため、どのようにチーム活動
が展開できるか丁寧な検討と準
備を繰り返して、第8期計画期間
中は持続的に活動が展開できる
ことを理想の一つとして引き続き
実現に向けて推進する。また、
ウェブサイト版活用のための小
中学校で「出前授業」を実施でき
るよう相談中。

第8期総合計画の評価作業とし
て初年度となるので効果的な進
め方に努めること。
７つのアクション実現に向けたき
め細かなフォローアップ活動、重
点プロジェクトの推進についても
評価できるよう実施方法を整え、
遅延することなく外部評価委員
会を実施すること。

F）　総合計画ウェブ版を小中学校にて「出前講座」実施とあるが、どの程度検討されている
のか。
→　小学校は高学年、中学生は全学年として、各1コマずつで、9月中に行える目途が立っ
た。ウェブを使った進路の選択する体験をするを育めればとして、プログラム調整を行ってい
る。

改善・効
率化

第2項 町民活動の活性化 地域づくり活動支
援補助事業

政策経営室 　地域特性や地域資源を活かした地域づ
くりを推進する活動に対して補助金を交
付することにより、地域振興と町民福祉
の向上を図ることを目的とする。

地方創生
の推進

団体補助　2件 1,070 1,070 助成件数　2件
【5年間　5件】

令和4年度は申請2件に対して
採択2件であった。
補助の活用をしていただくため
の情報発信に努める。

例年概ね１件程度の補助申請
があるところであり、令和４年度
おいては２件の実績があった。こ
の支援制度をきっかけとして町
民が主体的になってまちづくり活
動が推進されていることから今
後においても継続していく必要
がある。

C）　地域づくり活動支援補助の実績はどのような内容か。
→　特産品メニュー検討、民泊利用者へのシャワー設備工事である。

現状維持

自治組織運営支
援事業

住民グルー
プ

　本町におけるコミュニティ活動の中核で
ある自治会連合会の活動を活性化し、住
民が快適で安全・安心に暮らすことがで
きる地域づくりを行っていく。
町内の自治会に対して、活動のため補助
金を交付する。
自治会連合会は、自治会の育成指導、
相互の連絡調整を図ると共に住民福祉
の増進並びに地域振興発展に寄与する
ことを目的としている。
この連合会に所属する各単会に対し、１
世帯当たり1,600円の運営費を補助して
いる。
毎年８月に開催するスポーツ大会に対し

いつラボ くらしとしご
と

・自治会補助金
・町内対抗スポー
ツフェスティバル
大会運営補助

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略
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総合戦略ＫＰＩ
令和４年度実績値

国 道 地方債 その他 一般財源 【R2当初の目標値】

重要度の位置づけ 令和4年度実績（単位：千円）

財源内訳政策
の柱

政策
目標

施策
目標

事務事業名 担当部署 目的・事業概要
事務事業の実施状況

（問題・課題など）
今後（次年度）の方針

外部評価委員（アルファベット）からの意見
※「→」の記号は、所管課のコメント

事業の
方向性SDGs17の目標

※大きいマークが高優先
７つの

アクション

重点
プロジェク

ト

R4執行方
針に明文

実施内容 事業費

第2節 創造的な自治体改革と健全な行政改革

第1項 行政改革（デジタ
ル・トランスフォー
メーション化）の推
進

広報・広聴活動業
務

政策経営室 　町民へまちの話題（行政情報）を提供
し、住民周知を行う事業である。具体的
な手段としては、①毎月10日に広報及び
旬報の発行、毎月25日に旬報の発行を
行い住民周知を行う。②ホームページ掲
載により、町外の方々に中頓別町の今を
情報発信する。③街頭放送を行い、広く
住民にお知らせをするまた、公聴活動と
して、町民の意見を聞く地区別懇談会な
どを実施している。

地方創生
の推進

・広報発行
・お知らせ版発行
・町ホームページ
運用
・街頭放送負担金
・懇談会「町長が
おじゃまします」

3,838 3,838 町HP年間アクセス
数

57,900件
【R6時点　200,000

件】

事務作業の軽減や担当者の交
代によってデザインが大きく変
動することが課題としてあったと
ころであるが、令和元年度から
は町の話題やインフォメーション
など一部ページのデザインを標
準化している。このため、レイア
ウトへの統一を図ることができて
いる。また、広聴業務に関しては
「町長がおじゃまします」の実施
に努めた。

広報の発行にあたっては企画会
議を毎月実施して翌月の特集含
めた内容や長期的な特集の予
定を話し合いながら適切なタイミ
ングで必要な情報を発信できる
ように努めている。令和４年度に
おいても発行日に遅れることが
なく、広報をお届けすることがで
きた。また、広聴業務において
は、新規団体からの要請も含め
て「町長がおじゃまします」の開
催や「経済懇談会」を例年通り
実施し、必要な対応に努めた。

A）　広報誌の表紙がカラー写真を使うようになったことはよかったと思う。
　　　　ホームページのトップページに使用していた植物写真が、開花時期が終了しているの
にいつまでも使用していることがあったので、「変更してはどうか」と問い合わせをしたことが
あった。また町フェイスブックに投稿内容が最近教育委員会関係が多い。
　ホームページのデザイン更新は今後予定はあるか。
→　植物の写真についてご指摘いただきすぐに変更したところ。
　ホームページのデザインは現時点で更新する計画はない。
I）　広報誌について誤字があったりする。また知人と話題になることが、「うちの子が載ってい
なかった」ということがあるが、写真の掲載について被写体になっている家族からの承諾など
ルールはどうなっているか。
→　紙面誤字については複数の職員で点検をしているが、結果として見逃してしまっているこ
とになったご指摘のため、今後さらにきちんと点検を行う。
紙面レイアウトの関係で全ての写真は載せられない。写真の取り扱いについてはＮＧという
意向がある方には直接その旨ご連絡をいただいているが、毎回全ての方に了解を得ると
いったことは行っていない。毎月広報企画会議を行っており、
どのような紙面にするかや、紙面の改善確認など行っている。
A）　町長がおじゃましますについて、自治会開催について参加者が年々減っていると聞くが、
それがなぜなのか検証をしているか。
→　毎年、各自治会に対して会員への周知をお願いはしている。また町として意見を伺いた
いテーマを設定して参集いただくよう調整してきているが、町民皆さんからすると関心が高ま
る内容になっていないかもしれない。町民みなさんに「気になること」を事前にお聞きすること
も必要かもしれない。改善する余地あるかもしれない。

現状維持

電子自治体事務
事業

総務グルー
プ

　中頓別町における地域情報化、行政情
報化を促進し、より高度なIT環境を構築
する。

情報化 職員端末維持管
理、サーバー機器
維持管理、通信
費・ウィルスソフト
ライセンス更新業
務、機器保守委託
業務、北海道電子
自治体共同運営
協議会業務

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第2項 持続可能で健全な財
政運営

住民事務事業 住民グルー
プ

　法律等に基づき、住民に関する記録の
適正な管理を図るとともに、社会保障・税
番号制度導入により、効率性・透明性高
め、住民にとって利便性の高い基盤整備
を実施する。
　人権業務は人権啓発活動実施要領に
基づき、人権尊重思想の普及高揚を目
的とする。
　臨時運航許可に関する事務は、有効期
限が満了した自動車が継続検査を受け
る場合に不合理が生じないよう行政庁の
許可により特例的に運行できる制度。
　埋火葬・改葬許可に関する事務は、墓
地、納骨堂又は火葬場の管理及び埋葬
等が国民の宗教的感情に適合し、且つ

情報化

・埋火葬許可証及
び改葬許可証の
交付
・仮ナンバー発
行、返却
・印鑑登録及び証
明事務、協議会総
会出席
・個人番号カード
の交付及び支援
事務

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

戸籍事務事業 住民グルー
プ

　戸籍事務は、国籍法・民法・戸籍法に
基づき、人の親族的身分関係を登録・公
証するとともに、届出により身分の変動を
適正に記載し、必要に応じて発行する業
務。届出事件により、管轄する法務局長
に対し指示を求め、その指示に基づいて
処理する。
　戸籍共同運用事業は、５町村での共同
利用により利用料の経費節減及び戸籍
システムを使用することにより事務の効
率化、戸籍システムのサポートにより経
験の少ない職員でも戸籍入力がスムー
ズにできる。
　人口動態事務は、出生・死亡・婚姻・離
婚など人口動態に係る届出の報告を行
う。
　犯歴事務は、法律上の不利益を実現さ
せたり、その制約から解放させたりする
ために国及び地方公共団体の機関にお

情報化 ・戸籍システムへ
の入力・発行、保
健所への人口動
態報告事務、犯歴
事務の管理、証明
発行等、成年被後
見人の通知を受
領、管理。
・戸籍システム
サーバーの共同
利用、負担金の納
付

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

総合行政システム
機器更改事業

住民グルー
プ

　総合行政システム（住民記録・印鑑証
明・選挙管理・軽自動車税・収納消込・固
定資産税・住民税・介護・後期支援保険・
児童手当・子ども子育て・国民健康保険
（連携）・戸籍連携・統合宛名）をデータセ
ンターにサーバを借りる（クラウド）方式
により、システム利用料を伴う。また、機

情報化 町税の公平な賦
課・徴収を行うた
めに、システム管
理を厳重に管理
する。

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

国民年金事務事
業

住民グルー
プ

　法定受託事務（地方自治法第２条第９
項第１号）、国民年金施行令第１条の２に
より「国民年金市町村事務処理基準」に
より事務を行う。
　国民年金法第８６条及び国民年金の事
務費交付金の算定に関する省令に基づ
き、事務費が交付される。

 地域共生
 社会
情報化

法定受託事務、研
修への参加

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

税務事務事業 住民グルー
プ

　町の財源としての個人住民税、法人町
民税、固定資産税、軽自動車税、国民健
康保険税及び諸税の公平な賦課、徴収
業務を行う。

情報化 ・賦課及び徴収
・課税台帳及び徴
収簿の整備
・現況調査
・税条例整備
・税相談(確定申
告含)

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略

第3項 広域連携の推進 広域連携事業 政策経営室 　東京都港区と宗谷町村会との連携事業
であり、みなと区民まつりへの出店やPR
イベント等を実施することで、宗谷という
地域のブランド力向上を目指す。

地方創生
の推進

・港区でのイベント
参画
・連携事業の実施

R4実績は特筆する進展なしのた
め外部評価委員会へ報告省略


